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第1３回　なんちゃって柔道部
　（１）　茶帯
名古屋盲学校では、中学部になると部活動に参加できました。同級生の多くは野球部に入りました。　　　私は、打つにしろ、投げるにしろ、あまり得意ではなかったため、はじめてする柔道を選びました。といっても
体は小さく、体重もありませんでした。
　　　　当時の名古屋盲学校柔道部は黒帯だけで５人のレギュラーを組むことができ、愛知県内の盲学校３校戦  
では、Ａチーム、Ｂチームの二つを出し、優勝と準優勝になるほどでした。ですから、道場の隅の方で同じよ
うな中学生と練習していました。
　　　　高校２年でようやく１級の試験に合格し、茶帯を締めることができるようになりました。その頃は、私が入
部した頃の勢いはなかったのですが、強い先輩が一人と、そこそこ強い人が数人のチームでした。その年
の東海地区盲学校柔道大会に何とレギュラーとして出場しました。東海地区には八つの盲学校があったの
で、トーナメントの団体戦は３回勝てば優勝です。
　　　　私は、５人のうちの終わりから２番目、副将のポジションでした。１回戦は２勝１敗で私の順番。ここは何と
か引き分け、大将が勝って、決定戦に。決定戦では、最も強い先輩が勝ち、準決勝に。準決勝では私も勝つ
ことができ、３勝２敗で決勝に進みました。決勝戦では、１回戦と同じように１勝２敗で私のところに回ってき
ました。ここでも引き分け、大将が勝ち、またもや決定戦でしたが、今度も先輩が勝って、優勝することがで
きました。私の成績は１勝２分けでしたが、十分優勝に貢献できたと思っています。
　　　 初段の試験は、勝ち点を積み上げていく方式でした。毎月ある昇段試験に参加すればいいのですが、年
に２回ぐらいしか行かなかったため、２年がかりで勝ち点を合格点までためることができました。５人一組
で総当たりの試合をします。私は、たしか２勝２分けの成績だったと思います。当時は56kgぐらいで上背も
ありませんでしたが、20kgほど重い人と試合をしても負けなかったのがちょっと自慢です。
　　　　昇段試験は、試合だけでなく、型の試験と学科試験があります。型の試験は、取りと受けがありますので、先輩に一緒に行ってもらい、受験しました。学科試験は口頭試問で受けさせていただきました。柔道協会の強面の先生方の前での口頭試問は大変緊張しました。
　　（２）　黒帯
　　　　初段になったことで、何か満足してしまい、それからののびはありませんでした。
　　　　東海地区の盲学校柔道大会に話を戻します。この大会には個人戦もありました。最初のうちは１回戦負
けでしたが、専攻科に入ったぐらいからは３回戦ぐらいまで進むことができるようになりました。しかし、３回
戦止まりでした。専攻科３年の最後の大会の３回戦。規定の時間では勝負がつかず、延長戦となりました。
捨て身技を使いましたので、こけてしまったと見なされ、判定の際に不利になる状況でした。技をかけようと
するのですがなかなかかかりません。このままでは負けてしまう。どうせ負けるのであれば、思いきって意
表を突くような技をかけたいと思うのですが、体が動きません。焦りの中で試合時間が終わり、判定となり
ました。結局負けてしまいました。
　　　　あの時、こうすればよかった、ああすればよかったと、後になってからも考えてしまいました。思いきった行
動ができない優柔不断な性格は、ずっと続いています。　就職して、体育の先生に「部活で柔道をしていた」
と言ったところ、「耳がつぶれていないですね」と言われました。私は鼻が悪く、週に１回は通院していたし、
大学生のボランティアに参考書を読んでもらっていたため、部活を休むことが多く、「なんちゃって柔道部」
だったんですよね。　筆者　：　志水克典（岡山ライトハウス点字出版所　所長、元岡山県立岡山盲学校教頭）
